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 Miyajima Tatsuo　宮島 達男

1986年 東京藝術大学大学院修了。1988年 ヴェネツィア・ビエンナーレ、新人部門に招待され、デジタル数字を用い
た作品で国際的に注目を集める。以来、国内外で数多くの展覧会を開催。世界30カ国250か所以上で作品を発表し
ている。1997年 ジュネーブ大学コンペティション優勝。1998年 第5回日本現代芸術振興賞受賞。1998年 ロンドン
芸術大学名誉博士授与。2006–2016年　東北芸術工科大学副学長。2012–2016年　京都造形芸術大学副学長。

COMMENTARY

不規則に変わる数字は、あらゆる世界の事象を表現している。鏡に映り込む現在さえも、作品の一部となるのである。

COMMENTARY

 杉本博司の蝋人形シリーズ中、唯一のカラー写真である。人間の嘘がテーマとなっており、写真は必ずし
 も真実を全て写す訳ではないことを暗示している。フェルメールの絵画「音楽の稽古」へのオマージュとし
 てつくられているが、鏡に三脚が映りこんでいることによって、写真であることを見るものに意識させる作
 品となっている。

 

 東大にある数式を形にした数理模型を写したものである。

 杉本博司の「建築」シリーズである。ドイツの建築家メンデルゾーン設計のアインシュタインタワーを焦点
 を無限大に設定して撮影し、敢えてぼかすことによって、年月が経て劣化していく現実の建物の建築家が
 思い描いた理想の姿を捉えている。

 Sugimoto Hiroshi　杉本 博司

活動分野は、写真、彫刻、インスタレーション、演劇、建築、造園、執筆、料理、と多岐に渡り、世界のアートシーンにお
いて地位を確立。杉本のアートは歴史と存在の一過性をテーマとし、そこには経験主義と形而上学の知見をもって、西
洋と東洋との狭間に観念の橋渡しをしようとする意図があり、時間の性質、人間の知覚、意識の起源、といったテーマを
探求している。2008年に建築設計事務所「新素材研究所」設立。2009年 髙松宮殿下記念世界文化賞（絵画部門）、
2013年には秋の紫綬褒章受章、2017年文化功労者受賞を果たした。
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